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1. 授業の概要（ねらい）
本講義では、社会福祉学のなかでもとりわけ障害者福祉について、基本的な論点を確認していく。また、障害学の側からの
障害者福祉への批判的な検討も必要に応じて行う。なお、講義に対する質問・批判は、講義時間中のほか、インターネット
上の質問フォームでも受け付ける。それらの質問を踏まえた議論によっても、受講生の理解を促したい。

2. 授業の到達目標
社会福祉、とりわけ障害者福祉をめぐる論点についての基本的な知識と視角を得ること。
障害者福祉をめぐる諸問題について、規範的立場を含めて自身の思考を説明できること。

3. 成績評価の方法および基準
試験（80％）および授業中の積極的な参加（20％）による。試験は講義で扱った内容を適切に理解し、これに基づいて関
連する社会現象を把握する能力を身につけているかを評価する。

4. 教科書・参考文献
参考文献
佐藤久夫・小澤温　『障害者福祉の世界』　有斐閣
小澤温編　『よくわかる障害者福祉』　ミネルヴァ書房

5. 準備学修の内容
毎回の講義内容をよく復習すること。授業資料を見直し、自分の言葉で説明できることとできないことを腑分けし、後者に
ついては質問や授業中に提示する参考文献に触れることをを通じて理解し、自らの血肉とされたい。

6. その他履修上の注意事項
講義内容への質問・批判等を通じた積極的な授業参加を期待する。また、他者の学習を妨害する行為は厳に慎まれたい。

7. 授業内容
【第１回】 イントロダクション：授業計画および概略を示し、評価基準について詳説する。
【第２回】 障害者福祉概論（1）：障害の定義
【第３回】 障害者福祉概論（2）：基本理念
【第４回】 障害者福祉概論（3）：歴史
【第５回】 障害者福祉概論（4）：制度や法律
【第６回】 障害者福祉概論（5）：生活実態
【第７回】 障害者総合支援法（1）：概要
【第８回】 障害者総合支援法（2）：サービスの利用プロセス
【第９回】 障害者総合支援法（3）：相談支援
【第10回】 障害者総合支援法（4）：福祉行政としての障害者雇用
【第11回】 関連法規（1）：労働行政としての障害者雇用
【第12回】 関連法規（2）：バリアフリー等
【第13回】 関連法規（3）：障害者差別解消法ほか
【第14回】 質疑応答・試験対策：評価基準について再確認し、試験に向けた学習を支援する。
【第15回】 まとめと試験：上記到達目標が達成されたか否かを確認する。


